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平成３０年度事業報告等について 

平成３０年度 一般財団法人今治地域地場産業振興センター事業報告書  

 

Ⅰ 事業実施状況 

国、県、市及び業界と一体となり地場産業振興及び産業創出支援のための事業を

積極的に導入し、諸事業を実施した。 

 

第１ 地域産業活性化支援事業 

１ 趣旨・目的 

地域企業の円滑な事業活動を総合的に支援するとともに、次世代を担う地域人材

の育成に取り組むことで、地域産業の活性化及び持続的な発展を図ることを目的と

する。 

 

２ 実施内容 

(１) 経営支援事業 

ア アドバイザー事業 

資金調達、販路開拓、技術開発などの企業が抱える様々な経営課題等につい

て相談に応じるため、中小企業診断士、税理士などの有資格者のほか、創業、

流通、ＩＴ等の専門家にアドバイザー業務を委託し、助言、指導等の支援を行

った。また愛媛県の指導のもと、えひめ中小企業応援ファンド活力創出産業育

成事業助成金のフォローアップ調査を実施した。  

イ セミナー事業 

様々な分野の専門家等を講師に招き、新たな事業分野への進出、販売戦略の

策定、人材養成、能力開発等、企業の事業活動に役立つ内容をテーマとするセ

ミナーや研修会を開催することで、企業の経営革新、改善等に資する情報の提

供を行った。 

(ア) 第５９回ＩＢＩＣスペシャルセミナー 

ａ 日時：平成３０年９月２６日(水) １８時３０分～２０時３０分 

ｂ 会場：今治地域地場産業振興センター 

ｃ 後援：今治市、今治商工会議所 

ｄ 講師：合同会社 LB COMMERCE CMO/ ＩＴスペシャリスト 杉田雄亮 氏 

ｅ テーマ：「Ｇoogle をいかに強い味方にするか」 

～Ｗｅｂ集客Ｕｐ～ 

ｆ 参加者：30 名（参加制限なし 無料） 
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ｇ 周知方法：今治市広報、当法人公式ホームページ、メールマガジン等に

おいて情報提供 

(イ) 第６０回ＩＢＩＣスペシャルセミナー 

ａ 日時：平成３０年１０月３０日(火)１８時３０分～２０時３０分 

ｂ 会場：今治地域地場産業振興センター 

ｃ 後援：今治市、今治商工会議所 

ｄ 講師：株式会社コミュニケーター 

 代表取締役 横井孝治 氏 

ｅ テーマ：「事例に学ぶ！成果に繋がる Web サイト＆ランディングページ

のポイント」 

ｆ 参加者：２０名（参加制限なし 無料） 

ｇ 周知方法：今治市広報、当法人公式ホームページ、メールマガジン等に

おいて情報提供 

(ウ) 第６１回ＩＢＩＣスペシャルセミナー  

ａ 日時：平成３１年２月２８日(木) １８時３０分～２０時３０分 

ｂ 会場：今治地域地場産業振興センター 

ｃ 後援：今治市、今治商工会議所 

ｄ 講師：株式会社 minitts 代表取締役 中村朱美 氏 

ｅ テーマ：「新しいビジネスモデルの佰食屋」 

～飲食店の常識を覆す取り組みとは～ 

ｆ 参加者：34 名（参加制限なし 無料） 

ｇ 周知方法：今治市広報、当法人公式ホームページ、メールマガジン等に

おいて情報提供 

(エ) 平成３１年度中小企業向け合同施策説明会 

ａ 日時：平成３１年２月８日(金) １５時～１７時 

ｂ 会場：今治地域地場産業振興センター 

ｃ 後援：今治市、今治商工会議所、越智商工会、しまなみ商工会 

ｄ 講師：四国経済産業局、愛媛県中小企業団体中央会、えひめ振興財団 

中小企業診断士、当法人の各担当者 

ｅ テーマ：国等の助成金の概要、採択事例等の説明 

ｆ 参加者：４９名（参加制限なし 無料） 

ｇ 周知方法：今治市広報、当法人公式ホームページ、メールマガジン、 

今治商工会議所会報へのチラシ折込等において情報提供 
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ウ 研究開発等支援事業 

企業が、国、県の研究開発等補助事業や委託事業へ出願する際のアドバイス

や、採択後の円滑な事業実施のため、事業の適正な実施に関する支援及び専門

家派遣等を行った。 

（ア）いまばり創業応援ネットワーク 

     今治市が策定した創業支援事業計画における、認定連携創業支援事業者と

して創業の準備、補助金に関する相談対応及び創業セミナー等の情報提供

を行った。 

エ 地場産業ブランディング支援事業 

  （ア）企業ブランディング人材育成ワークショップの開催 

   県内地場産業関連企業のＰＢ商品の開発・改良及び企業ブランドの向上に

資するため、東京在住のアートディレクター等の専門家を招聘し、合計 7 回

の実践的なワークショップを実施することにより、商品企画やデザイン開発

から販路開拓・物流やプロモーション等に至る各段階について指導並びにア

ドバイスを行った。 

①  対象：公募により募集した県内の地場産業関連企業５社  

②  実施場所：参加企業の工場等        

③  実施回数：年７回（企業５社を個別に実施）      

（イ）ブランド開発支援員の設置によるハンズオン支援  

      今治地域地場産業振興センター内に、中小企業の経営サポート等に精通

した「ブランド開発支援員」を設置し、人材育成ワークショップの事業運

営管理のほか、支援対象企業との協働によるブランド確立に向けた商品開

発等を行った。 

  （ウ）事業の期間 

        平成３０年４月１日～平成３１年３月１５日 

 

(２) 人材育成事業 

ア ものづくり体験講座 

中学生に地域のものづくり産業に対する理解を深めてもらい、次世代の地域

産業を担う人材の育成と定着を図る。「船の仕事を通じて将来の仕事を考えよ

う」をテーマに、企業や教育・研究機関の関係者による講義、今治工業高等学

校、弓削商船高等専門学校におけるキャンパス体験講座、工場及び進水式見学

等、ものづくりに関する一連の仕組みを系統立てて体験学習した。 

(ア) 期間：平成３０年７月９日(月)～平成３０年１２月２１日(金) 
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(イ) 対象校：今治市立近見中学校１年生６０名が参加(費用負担なし)  

(ウ) 対象校選定：今治市教育委員会を通じて中学校１校を選定してもらった。 

(エ) 実施内容 

日 時 場 所 学習テーマ 講師・講座テーマなど 

7 月 9 日（月） 

5 時限目 

13:25～14:15 

体育館 
ガイダンス 

（社会科） 

ガイダンス講座「私たちの暮らし 

と船」 

リージョナルデザイン株式会社 

講師：小笠原 茂 氏 

6 時限目 

14:25～15:15 
体育館 

ものづくり体験

座学講座① 

（数学・理科） 

「船の作り方」 
独立研究法人海上技術安全研究所  

講師：穴井 陽祐氏 

7 月 17 日（火） 

5・6 時限目 

13:25～15:15 

体育館 

ものづくり体験

座学講座② 
（社会・キャリア

教育） 

「船長海と船を語る」 

一般社団法人日本船長協会 

講師：鐘ヶ江 淳一 船長 

9 月 13 日（木） 

1 日 

9:20～16:00 

今治市内 

ものづくり体験 

見学講座① 

（社会科） 

進水式見学：檜垣造船株式会社 

工場見学：渦潮電機株式会社 

高校見学：今治工業高校 

9 月 20 日 (木 ) 

5・6 時限目 

13:25～15:15 

体育館 

ものづくり体験

実験講座 

（理科・技術） 

「ストローでクレーンをつくろう」 

リージョナルデザイン株式会社 

講師：小笠原 茂 氏 

11 月 15 日 （木） 

1 日 

8:45～16：15 

上島町 

弓削 

ものづくり体験 

見学講座②（数

学・理科・技術） 

「弓削丸体験航海と体験授業」 

弓削商船高等専門学校 

講師：湯田 紀男氏 

12 月 5 日 （水） 

5・6 時限目 

13:25～15:15 

体育館 

ものづくり 

ワークショップ

① 

「グループで新聞づくり」 

リージョナルデザイン株式会社 

講師：菊間 彰氏 

12 月 11 日 （火） 

5・6 時限目 

13:25～15:15 

体育館 

ものづくり 

ワークショップ

② 

「新聞仕上げ・プレゼン練習」 

リージョナルデザイン株式会社 

講師：菊間 彰氏 

12 月 21 日 （金） 

5・6 時限目 

13:25～15:15 

体育館 発表会 
生徒発表 10 班 

修了証授与 

 

イ バリバリ・プログラマーキッズ・プロジェクト 2018 

小学生を対象として、自分なりの発想を生み出す力、試行錯誤しながら形に

する力を身につけるため、プログラミングの基礎学習及びプログラミングを使

った簡単なゲームを実施することにより、論理的思考及び独創性を育てるとと

もに、ＩＴ関連の基本的な知識と興味を得る機会を提供した。 

(ア) 日時：平成３０年１０月１３日（土）・１４日（日）8 時 30 分～16 時 

(イ) 場所：今治地域地場産業振興センター 
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(ウ) 参加者：小学生４年生～６年生 ２２名（参加無料） 

(エ) 募集：市内全小学校を通じて４年生から６年生全生徒にチラシ配布する 

とともに、今治市広報、当法人公式ホームページ上で募集した。  

 

(３) ネットワーク構築事業 

ア 異業種交流事業(第２２回異業種交流会バリバリやりまっせクラブ) 

企業、大学、行政関係者等幅広い業種、立場の人が集まって、自由な交流や

情報交換ができる異業種交流会「バリバリやりまっせクラブ」を開催し、人、

物、情報のネットワーク作りに取り組んだ。 

(ア) 日時：平成３１年２月８日(金) 

(イ) 場所：今治地域地場産業振興センター 

(ウ) 参加者：４１名（参加制限なし 

 懇親会は希望者が 1,000 円の実費負担で実施） 

(エ) 周知方法：今治市広報、当法人公式ホームページ、メールマガジン等に  

おいて情報提供 

 

 (４) 普及啓発事業 

ア ホームページ運営事業 

ホームページを運営管理し、当法人が行う事業活動及び支援情報等に関する

情報発信を行った。 

(ア) 期間：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

(イ) 訪問回数： 34,127 件 

(ウ) ページビュー数： 112,936 件 

イ バリバリやりまっせメール配信事業（会員登録無料） 

当法人が定期的に配信するメールマガジンを通じて、当法人が行う事業活動、

各種支援情報、市内の頑張る企業等の情報発信を行った。 

(ア) 期間：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

(イ) 配信回数：４回 

(ウ) 会員募集：当法人公式ホームページﾞ上でメールマガジン会員を常時 

募集した。 

(エ) 会費：無料 

ウ じばさんニュース発信事業  

  市内の頑張る企業や観光等の地域情報サイトをホームページに掲載し、地域

産業に関する様々な情報発信を行った。 
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エ バリバリものづくりおもしろフェスタ２０１８ 

地域の教育界及び産業界の協力のもと、ものづくりを中心とする周辺産業の

活性化や、広く住民にものづくりについて考える機会を提供することを目的と

して、主に小学生を対象としたものづくりを楽しく体験できる教室を開催した。 

(ア) 日時：平成３０年７月２６日(木) １０時～１５時３０分 

(イ) 会場：今治地域地場産業振興センター 

(ウ) 後援：今治市、今治商工会議所、今治市教育委員会、愛媛新聞社 

(エ) 参加者：約 330 名(小学生対象、参加無料、各教室は先着順) 

(オ) 周知方法：市内全小学校を通じて全生徒にチラシを配布するとともに、 

今治市広報にもチラシを折り込んだ。また当法人公式ホームページに 

おいても周知した。 

(カ) 内容 

時間 体験教室 定員 実施協力団体 場所 

午前 
ＣＤホバークラフトで 

カーリング大会 

50 人 

愛媛県総合科学博物館 

１階 

展示 

ホール 午後 50 人 

午前 
水軍のぴゅんぴゅん弓矢

作り 
25 人 一般社団法人 をかしや 

２階 

小会議室 

午後 手作りコースター 20 人 
愛媛県産業技術研究所 

繊維産業技術センター 

４階 

第２研修 

センター 

午前 
小物作り（ﾋﾞｰｽﾞｱｸｾｻﾘｰ、 

お絵描きバッグ等） 

30 人 
愛媛県立今治高等技術専門校

（服飾モード科） 

２階 

中会議室 
午後 30 人 

午前 
塗り壁体験・ピカピカ泥 

だんご作り 

30 人 愛媛県左官業組合連合会 

愛媛県職業能力開発協会 

（愛媛県技能振興コーナー）  

２階 

大会議室 
午後 30 人 

午前 

瓦プレート作り 

30 人 

菊間町窯業協同組合 

４階 

第１研修 

ｾﾝﾀｰ 午後 30 人 
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第２ インキュベーション事業（ＩＢＩＣ管理運営事業） 

１ 趣旨・目的 

新たに事業を開始しようとする者や事業開始後間もない者等をソフト・ハードの

両面から総合的に支援し、創業や新たな事業の創出を促進することを目的とする。 

 

２ 実施内容 

ＩＢＩＣ（今治ビジネスインキュベーションセンター）内のオフィスを廉価な料

金で貸し出すとともに、同施設内に配置したインキュベーションマネージャーが起

業や事業活動全般に関するアドバイス、企業、研究機関、支援機関等とのコーディ

ネートを行った。 

また、当センター２階にあるスペースを情報収集、打合せ等ができるビジネス交

流サロンとして開放することで、経営者、ビジネスマン、主婦、学生、高齢者等、

様々な人達の自由な交流を促進し、新たなビジネスアイディアやビジネスチャンス

の創出を図った。 

 

(１) インキュベーションオフィス 

 ア 概要 

種 別 メイン・インキュベーションオフィス  プレ・インキュベーションオフィス 

対 象 
すでに起業しているが売上がまだ伸

びておらず、支援が必要な個人・法人 

ビジネスアイディアはあるが、まだ

起業していない個人 

部屋数 ６室 ３室 

面 積 
約１２㎡、約１３㎡（４部屋）、 

約１５㎡ 
約５㎡ 

利用料 
１,０８０円／㎡・月（税込） 

※共益費、電気代は別途必要 

５,４００円／月（税込） 

※電気代は別途必要 

期 間 
１年以内 

（原則５年まで延長可能） 
１年以内 

イ  入居募集：年４回の申込期間中に当法人公式ホームページ、メールマガジン、 

今治市広報、その他メディアに掲載して募集した。 

ウ 入居審査：入居審査委員会（理事及び学識経験者等で構成）において、事業計

画書及びヒアリングによる評価を行い、入居の可否について審議し、

その結果をもとに理事長が入居を決定した。入居決定者は当法人公式 

ホームページにおいて公表した。 

エ 入居審査結果 
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(ア) 第１次募集：平成 30 年 1 月 6 日～4 月 6 日  

プレオフィスへ 4 件応募あり 

ａ審査方法：書面評価による点数評価 

ｂ審査結果：プレオフィスへの入居 3 件を採択 

(イ) 第２次募集：平成 30 年 4 月 7 日～7 月 6 日 応募なし 

(ウ) 第３次募集：平成 30 年 7 月 7 日～10 月 5 日 応募なし 

(エ) 第４次募集：平成 30 年 10 月 6 日～平成 31 年 1 月 4 日 応募なし 

(オ)  平成３０年度末現在の入居状況 

種別 入居者 事業内容 

プレ 501 号室 
Relationship 悠 

幾島 さとみ 

終活をメインとして情報と商品を提供す

るとともに、困っている方と専門家を繋

いでいく。 

プレ 502 号室 
Hidden Japan Trabel 

小倉 美穂 

主にしまなみ海道における外国人観光客

への体験型ツアー提供 

プレ 503 号室 

アクティブワーク人財

センター 

豊田 健二 

生涯設計／就労支援事業 

メイン 511 号室 
ひがき社労士事務所 

檜垣 昌恵 

高齢者・女性・がん患者の雇用の創出、

社会保険労務士業務 

メイン 513 号室 

しらいし介護ステーション

白石産業合同会社 

㈹白石洋樹 

居宅介護支援事業 

介護含めた生活に必要な相談を受け、サ

ービスや制度の利用に必要な書類の作成

や情報提供を行う。 

メイン 515 号室 

Shimanami1778 

菅 未帆 

 

中国・台湾の方にしまなみ海道のインバ

ウンドツアー対応と愛媛県の観光 PR及び

インバウンドサポート業務 

 

（２) ビジネス交流サロン 

ア 設備:打合せ等ができるスペースとして机、椅子を備え付け、創業、ビジネ

ス等に役立つ資料や情報掲示板等を整備して利用者に提供した。 

         また、インキュベーションオフィスへの入居希望者や創業予定者の 

掘り起しをするため、平日の利用が困難な方を対象として、毎週土曜・

日曜日に施設内の見学会や創業に関する相談会を開催した。  

        ・新規相談者 無 

イ 利用者：利用者の制限なし（無料） 
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（３) 管理運営収支 

【収入の部】 

事業項目 項目計 収入額 内容 

新 産 業 創 出 支 援

事業費補助金 
4,091,000 円 4,091,000 円 今治市補助金 

施設管理 

ﾒ ｲ ﾝ ﾙ ｰ ﾑ 6 室 

ﾌ ﾟ ﾚ ﾙ ｰ ﾑ 3 室 

781,331 円 

750,287 円 
施設負担 

（ｵﾌｨｽ賃借料・共益費） 

27,398 円 
施設光熱費 

（入居者個別ﾒｰﾀｰ分） 

3,646 円 
施設コピー代負担 

（入居者使用分） 

収入の部合計 4,872,331 円  

 

 

 

【支出の部】 

事業項目 項目計 支出額 内容 

施設管理 

2F 交流ｻﾛﾝ 

5F ｲﾝｷｭﾍﾞ-ｼｮﾝ 

･ｵﾌｨｽ（IBIC） 

1,869,028 円 

19,296 円 

1,012,156 円 

光熱水費（交流ｻﾛﾝ） 

光熱水費（IBIC） 

837,576 円 
通信費・使用料･委託費 

管理事務費 

施設運営関連 3,644,880 円 

0 円 交流サロン事業 

16,116 円 入居者審査会 

3,628,764 円 事務費（人件費他） 

支出の部合計 5,513,908 円 

  

＊ 収支差額は、公益目的支出計画における実施額となる。  
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第３ 新産業創出支援助成事業 

１ 趣旨・目的 

新商品、新技術の研究開発及び販路の開拓等に必要な経費の一部を助成すること

で、企業の新たな事業展開を支援し、新産業、新事業の創出を促進することを目的

とする。 

 

２ 実施内容 

市内の中小企業者等が、新商品、新技術の研究開発及び新たな事業展開等を目的

として行う市場調査、研究開発、試作、販路開拓、設備投資、広告事業、国際規格

取得、知的財産権取得などに必要な経費の一部の助成を行った。 

 

(１) 助成金の種類等 

助成金の種類と内容 助成率 助成上限額 募集期間 

①新商品新技術開発事業助成金 

助成対象 

経費の 

１/２以内 

３００万円 

第１次募集 

① ～ ④ に つ

い て ３ 月 初

旬 か ら 中 旬

に募集 

 

第２次募集 

③ 、 ④ に つ

い て ９ 月 初

旬 か ら 中 旬

に募集 

新規性、独創性のある新商品、新技術

について、研究開発（デザイン開発、試

作を含む。）を行う事業に必要な経費の

一部を助成する。 

②新商品新技術事業化促進事業助成金 

３００万円 
新商品、新技術の開発成果を事業化す

る事業又は革新的な方法で新商品や新

サービスを提供する事業に必要な経費

の一部を助成する。 

③新商品新技術展示会出展事業助成金 

助成対象 

経費の 

１/２以内 

３０万円 
＊ただし、応

募 状 況 に よ

り 募 集 を 変

更 す る 場 合

があります。 

新商品、新技術の販路開拓を目的に、

国内外の展示会、見本市等への参加事業

に要する経費の一部を助成する。 

④知的財産権取得事業助成金 

２０万円 新商品・新技術を促進することを目的

に、特許又は実用新案の権利を取得する

事業に要した経費の一部を助成する。 

 

(２) 助成対象者：市内に事業所を有する中小企業者または創業予定者  

 

(３) 採択方法(表中①及び②)：技術及び事業化に関する知識を有した外部の専門家

等に委嘱した事前評価委員が、事業計画書及びヒアリングによる技術・事業化評
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価を行う。その評価結果を、理事会において決議された新産業創出支援助成事業

審査会（理事及び学識経験者等で構成）に諮り、審査結果をもとに理事長が採択

の可否を決定した。 

 

(４) 採択方法(表中③及び④)：技術及び事業化に関する知識を有した外部の専門家

等に委嘱した事前評価委員が、事業計画書による技術・事業化評価を行う。 

その評価結果を、理事会において決議された新産業創出支援助成事業審査会（理

事及び学識経験者等で構成）に諮り、審査結果をもとに理事長が採択の可否を決

定した。 

 

(５) 募集方法：当法人公式ホームページ、メールマガジン、今治市広報への掲載や

今治商工会議所会報へのチラシ折り込みを行い公募した。また、商工会、各業界

団体を通じて周知してもらった。 

 

(６) 募集期間及び審査日 

ア 第１次募集：平成３０年３月１日(木)～平成３０年３月２０日(火) 

審査会：平成３０年５月１０日(木) 

イ 第２次募集：平成３０年９月３日(月)～平成３０年９月１４日(金) 

      

(７)採択結果 

① 新商品・新技術事業化促進助成金 

募集時期 事業者 事業テーマ 助成金額 

第１次 
㈱越智工業所 

㈹越智 戒 
炭素繊維パイプの商品化 1,947,000 円 

第１次 
㈱English House 

伊藤 恵美子 

国際都市に相応しい英語の街「今治」へ  

（英語圏の観光客の誘致と定住者の確保）  
2,750,000 円 

第 1 次 
丸鷹産業㈱ 

(代)矢野 昭利 
管楽器演奏姿勢維持用ウェアの事業化 事業休止 

 

(８) 結果の公開：審査の結果採択された案件は、当法人公式ホームページにおいて

公表している。 
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第４ 需要開拓支援事業（販路開拓支援事業） 

１ 趣旨・目的 

展示会や商談会の開催、県内外で開催される物産展への参加等により、地域産業

製品や新商品、新技術の紹介及び新たな販路の開拓を図ることを目的とする。 

 

２ 実施内容 

(１)「今治せんいまつり２０１８」の開催 

ア 日時：平成３０年１０月１３日（土）・１４日（日）１０時～１７時 

イ 会場：今治地域地場産業振興センター 

ウ 出品物：タオル製品、食料品、工芸品他 

エ 来場者：約 10,000 人（入場無料） 

オ 後援：愛媛県、今治市、今治商工会議所、県内報道機関  

カ 周知方法：当法人公式ホームページにおいて情報提供するとともに、今治市

広報、地元新聞へチラシを折り込み配布した。 

 

(２)宮崎山形屋「ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ展ものづくり展」に出展 

ア 日時：平成３０年４月１１日(水)～１６日(月) 

イ 会場：宮崎山形屋 新館５階大催事場 

ウ 出品物：タオル製品等 

エ 主催：宮崎山形屋 

 

(３)「２０１８じばさん夏の市」に出展 

ア 日時：平成３０年７月７日(土)～８日(日) 

イ 会場：(公財)桐生地域地場産業振興センター 

ウ 出品物：タオル製品等地域特産品 

エ 主催：(公財)桐生地域地場産業振興センター 

オ 来場者：約 4,100 人 

 

(４)「２０１８年涼の工芸展」に出展 

ア 日時：平成３０年７月１０日(火)～１６日(月) 

イ 会場：熊本県伝統工芸館 １階展示室 

ウ 出品物：タオル製品 

エ 主催：熊本県伝統工芸館友の会 
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(５)「２０１８年東京蛍雪会総会」に出展 

ア 日時：平成３０年７月１４日(土) 

イ 会場：ホテルグランドアーク半蔵門 4 階宴会場 

ウ 出品物：タオル製品等 

エ 主催：東京蛍雪会（今治西高同窓会） 

 

(６)「大集合！ユートリー産直・郷土食フェア」に出展 

ア 日時：平成３０年１０月２７日(土)～２８日(日) 

イ 会場：(一財)八戸地域地場産業振興センター １階大ホール 

ウ 出品物：タオル製品等地域特産品 

エ 主催：(一財) 八戸地域地場産業振興センター 

オ 来場者：約 8,000 人 

 

(７)山梨ヌーボーフェア２０１８同時企画「今治タオルフェア」に出展 

ア 日時：平成３０年１１月３日(土)～３０日(金) 

イ 会場：(一財)山梨県地場産業センター 常設販売フロア内特設コーナー 

ウ 出品物：タオル製品 

エ 主催：(一財)山梨県地場産業センター 

オ 来場者：約 18,000 人 

 

(８)デザインプラザＨＯＦＵ「じばさんフェア２０１８」に出展 

ア 日時：平成３０年１１月１０日(土)～１１日(日) 

イ 会場： (公財)山口・防府地域工芸地場産業振興センター  

ウ 出品物：タオル製品 

エ 主催：(公財)山口・防府地域工芸・地場産業振興センター 

オ 来場者：約 10,000 人 

 

(９)備後地域地場産センター「じばさんフェア２０１８」に出展 

ア 日時：平成３０年１１月１７日(土)～１８日(日) 

イ 会場：福山市ものづくり交流館 

ウ 出品物：タオル製品 

エ 主催：(一財)備後地域地場産業振興センター 

オ 来場者：約 4,500 人 
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(１０)「第１２回広島市商ピースデパート」に出展 

ア 日時：平成３０年１２月１日(土)～２日(日) 

イ 会場：広島市立広島商業高等学校 

ウ 出品物：タオル製品等地域特産品 

エ 主催：広島市立広島商業高等学校 

オ 来場者：約 6,000 人 

 

(１１)燕三条じばさん年末フェア「全国じばさんフェア２０１８」に出展 

ア 日時：平成３０年１２月１日(土)～２日(日) 

イ 会場：道の駅 燕三条地場産センター多目的大ホール 

ウ 出品物：タオル製品等地域特産品 

エ 主催：(公財)燕三条地域地場産業振興センター 

オ 来場者：約 11,200 人 

 

(１２)愛媛県大阪事務所「四国 4 県観光物産展」に出展 

ア 日時：平成３０年１２月８日(水)～９日(日) 

イ 会場：三井アウトレットパーク大阪鶴見 

ウ 出品物：タオル製品 

エ 共催：愛媛県観光物産協会他 

 

(１３)「２０１８じばさん冬の市」に出展 

ア 日時：平成３０年１２月１５日(土)～１６日(日) 

イ 会場：(公財)桐生地域地場産業振興センター 

ウ 出品物：タオル製品等地域特産品 

エ 主催：(公財)桐生地域地場産業振興センター 

オ 来場者：約 4,500 人 

 

第５ 施設賃貸事業 

当法人が所有する施設の賃貸及び管理運営を行う収益的事業である。当施設内の

展示ホール、会議室、研修センター、地下駐車場の利用を促進するため、当法人の

構成員はもとより、地域内外に働きかけることで、施設の有効利用を図るとともに

当法人の運営に必要な財源の確保に努めた。 

施設利用実績に関する詳細は、Ⅱ-１及び２のとおり。 
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第６ 地場産品展示販売事業 

地場産業製品等の普及拡大を目的として、首都圏の百貨店等における催事、当法

人が運営する実店舗及びインターネット上の店舗での展示、販売を行った。当法人

の運営に必要な財源の確保を図る収益的事業である。 

 

１ 催事事業 

「いまばりタオルブティック」として首都圏の百貨店等を中心に催事を行い、百

貨店など流通機関等に対する問屋機能の充実を図った。また、首都圏での催事に積

極的に参加することにより、消費者のデザインに対する嗜好などの需要動向に関す

る情報収集に努めた。 

 

(１)愛媛県観光・物産 PR イベント「疲れに効く。愛媛県」フェアに出展 

ア 日時：平成３０年１１月１７日(土)～１８日(日) 

イ 会場：JR 有楽町駅前広場（有楽町 ITOCIA 前）  

ウ 出品物：タオル製品等地域特産品 

エ 主催：愛媛県、四国観光立県推進愛媛協議会、（一社）愛媛県観光物産協会 

オ 来場者：約 60,000 人 

  

(２)小田急百貨店新宿店にて催事「四国・瀬戸内物産展」 

  ア 日時：平成３１年３月２０日(水)～２５日(月)  

  イ 会場：小田急百貨店新宿店 本館１１階催事場 

  ウ 出品物： タオル製品等 

  エ 主催：小田急百貨店新宿店 

 

２ リアル店舗販売事業 

当センター１階の即売コーナー（じばさんプラザ）での繊維製品、菓子等の展示、

即売を行い、地場産品の紹介、普及に努めた。 

 

３ ネット店舗販売事業 

今治タオルの知名度向上と、中国製など輸入製品との差別化を図るための支援策

として、インターネット上でネットショップ「いまばりタオルブティック」を運営

し、全国に向けて今治タオルブランドの情報発信を行い製品普及に努めた。 

販売実績に関する詳細は、Ⅱ-３のとおり。 
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Ⅱ 今治地域地場産業振興センターの運営状況 

１ 施設利用実績（消費税含） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

13,539 14,678 14,316 14,584 14,648 14,266 14,937 15,261 13,622 13,293 13,994 14,854

0 0 0 0 0 1 1 5 0 1 2 1

0 0 0 0 0 3 2 10 0 1 4 2

0 0 0 0 0 0 233,872 157,258 401,390 0 111,185 5,940

16 14 13 12 15 13 16 13 11 12 13 15

33 27 22 23 24 19 29 22 19 23 24 24
113,520 148,262 132,096 80,797 174,395 55,993 315,826 220,029 120,455 110,058 154,438 402,215

18 18 17 18 18 21 15 21 14 18 17 19

25 30 30 33 22 39 28 36 22 26 28 27
206,837 165,803 106,014 96,087 112,274 104,788 158,731 138,664 101,163 127,110 119,044 216,245

18 17 20 17 15 17 20 23 17 15 23 20

32 35 32 29 27 31 34 38 27 22 43 31
142,894 121,704 160,315 82,354 43,129 72,034 144,968 104,288 82,615 82,943 217,118 213,475

8 11 7 5 5 9 8 14 9 7 12 6

12 15 14 8 9 15 12 29 15 13 21 9
108,926 135,503 200,020 121,010 70,293 160,091 78,157 400,633 92,336 234,199 220,776 85,910

2 1 3 3 2 4 5 6 5 5 6 5

4 1 5 6 2 5 10 12 8 11 8 7

0 0 90,965 83,439 42,106 9,168 117,737 135,502 54,568 180,247 80,142 106,839

62 61 60 55 55 65 65 82 56 58 73 66

106 108 103 99 84 112 115 147 91 96 128 100
572,177 571,272 689,410 463,687 442,197 402,074 1,049,291 1,156,374 852,527 734,557 902,703 1,030,624

47日

1,907,854円

1,289回

大会議室

計

171,992人

2,028,084円

入 館 者 数

163日

(単位：円）

展示
ホール

11日

22回

909,645円

172回

289回

中会議室

小会議室

第1研修
ｾﾝﾀｰ

900,713円

214日

346回

222日

101日

758日

381回

1,652,760円

1,467,837円

8,866,893円

79回

施

設

利

用

数

計

第2研修
ｾﾝﾀｰ

 

 

 

２ 地下駐車場利用実績（消費税含） 

339,250円268,650円 310,400円

計

15,682台

311,800円 3,950,630円

272,600円370,450円

２月 ３月

336,250円

1,451台 1,123台 1,346台

1,138台 1,156台 1,391台 1,443台

１月

５月 ６月 ７月

1,218台1,418台

313,450円 335,950円

９月 １０月８月

収 入 額 459,910円 317,070円

４月

1,331台

314,850円

１２月

利 用 数 1,335台

１１月

収 入 額

(単位：円）

1,332台利 用 数

 

 

 

３ 即売コーナー及びネットショップ販売実績（消費税含）  

7,121,386

1,662,297

ﾈｯﾄｼｮｯﾌﾟ

5,413,194

催事 0 0

3,838,774

4,570,851

じばさんプラザ

4,596,594

703,800

4,624,5382,487,573

ﾈｯﾄｼｮｯﾌﾟ

397,435294,410 419,781

5,172,002

0

313,304
じばさん別注 1,286,640

466,054

1,366,139

0

７月

計 6,428,787円 7,146,094円 8,534,259円 7,673,297円

478,755

6,578,807

９月

00

３月

326,937

4,582,624 4,823,334

２月

167,317

計

209,146 355,508

5,763,061

(単位：円）
１０月

564,654円0

7,184,356

4,806,643 3,481,308

１２月

1,356,881

11,338,308 64,286,333円

349,288

4,734,027

42,599,111円

1,390,170

6,981,953円 7,467,632円 9,926,627円

4,492,385円

0

18,849,601円

８月

催事 0

６月

6,440,196円

1,615,826

414,411じばさんプラザ

7,090,111

５月４月

１月１１月

計 9,666,379円

0

160,893
じばさん別注

10,732,312円 111,942,483円12,095,346円  



17 

 

17 

 

Ⅲ 理事会及び評議員会の開催状況 

１ 理事会 

平成２９年度事業報告の承認について

平成２９年度決算(計算書類)の承認について

監事候補者の承認について

定款の変更の承認について

平成３０年度定時評議員会の招集の決定について

平成２９年度関係当事者との内部取引の報告について

平成３０年度事業計画及び収支予算について

運営委員の選任について

新産業創出支援助成事業審査委員の選任について

ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｵﾌｨｽ入居審査委員の選任について

臨時職員等就業規則の一部改正について

平成３０年度関連当事者との内部取引について

事業執行状況の報告について

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

報告第１号

議案第２号

議案第３号

開催月日

H30.5.30

（第１回）

H31.3.28

（第２回）

議案第１号

振興センター

主  な  議  事  案  等

小会議室

開催場所

議案第４号

振興センター

小会議室

報告第１号

議案第５号

議案第６号

 

 

 

２ 評議員会 

平成２９年度事業報告の承認について

平成２９年度決算(計算書類)の承認について

監事の選任について

定款の一部変更について

平成３０年度事業計画書及び収支予算書の報告について

運営委員の承認について

平成２９年度関連当事者との内部取引の報告について

振興センター

開催月日 開催場所 主  な  議  事  案  等

H30.6.27 議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

（第１回）

報告第１号

報告第３号

小会議室

報告第２号
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附属明細書 

          

一般財団法人今治地域地場産業振興センター       

    

          

平成 30 年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

に規定する附属明細書「事業報告書内容を補足する重要な事項」に該当の事項はあり

ません。          


